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小平第四小学校（校舎・体育館）、小平第七小学校（体育館）、七小学童クラブ第二・

第三、小平元気村おがわ東（事務棟・屋内広場）及び小平第二小学校（校舎・体育館）

に関する更新等の適否の判断に係る検討について（案） 

令和７年 月 

 

１ 背景及び位置づけ 

  ２０１５（平成２７）年２月に「小平市公共施設白書」を発行し、同年１２月に「小平市公共

施設マネジメント基本方針」を策定しました。白書で示した将来的な大きな３つの課題（「人口

減少・少子高齢化」、「財政バランスの悪化」、「施設の老朽化・更新時期の集中」）に対応するた

め、基本方針では市制施行１００周年を迎える２０６２（令和４４）年度を見据え、「いつまで

もわくわくする場をみんなで創ろう」という基本理念と４つの方針（「魅力あるサービスの実現」、

「持続可能な施設総量」、「コストの縮減と平準化」、「長く活用できる施設」）を定めました。 

また、基本方針に沿った取組の推進に向けた方策を示した「小平市公共施設マネジメント推進

計画」（２０２２（令和４）年３月改定）では、計画期間中に目標耐用年数を迎える施設の更新

等に向けた「基本的な検討手順」を示しています。 

この「基本的な検討手順」に沿い、小平第四小学校（校舎・体育館）、小平第七小学校（体育

館）、七小学童クラブ第二・第三、小平元気村おがわ東（事務棟・屋内広場）及び小平第二小学

校（校舎・体育館）に関する更新等の適否の判断をします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小平市公共施設マネジメント推進計画より抜粋 

令和６年１２月１６日 

公共施設マネジメント 

推 進 委 員 会 資 料 １ ① 



2 

 

２ 対象施設の概要 

(1) 小平第四小学校（校舎・体育館） 

①所在地 学園西町一丁目３４番１号 
②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種中高層住居専用地域（６０％・２００％） 
③土地面積 １３,４５０.７１㎡ 
④土地の所有形態 市有地 

⑤建築年または改築年 
校舎  １９８２年（昭和５７年） 
体育館 １９７１年（昭和４６年） 

⑥構造 
校舎  鉄筋コンクリート造 
体育館 鉄筋コンクリート造、一部重量鉄骨造 

⑦建築面積（建ぺい率） 
校舎  ２,５４２.７３㎡（１８.９０％） 
体育館 ７２６.３５㎡（５.４０％） 

⑧延床面積（容積率） 
校舎  ６,０８９.５０㎡（４５.２７％） 
体育館 ８３８.５０㎡（６.２３％） 

⑨階層 
校舎  地上３階 
体育館 地上２階 

⑩構成（部屋名） 
校舎  普通教室、特別教室、職員室、給食室、プール等 
体育館 体育アリーナ、ステージ、放送室等 

⑪経過年数、目標耐用年数（到来年） 
校舎  ４３年経過、６０年（２０４１年） 
体育館 ５４年経過、６０年（２０３０年） 

⑫現行耐震基準 適合 

⑬避難所指定 
校舎（一部）・体育館 避難所 
校庭 いっとき避難場所 

⑭設置目的 
心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通
教育のうち基礎的なものを施す 

⑮サービス内容 普通教育 
⑯施設分類 学校 

 

(2) 小平第七小学校（体育館） 

①所在地 大沼町一丁目２２番１号 
②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種低層住居専用地域（４０％・８０％） 
③土地面積 １８,４５４.０７㎡ 
④土地の所有形態 市有地 
⑤建築年または改築年 １９７１年（昭和４６年） 
⑥構造 鉄筋コンクリート造、一部重量鉄骨造 
⑦建築面積（建ぺい率） ７１０.００㎡（３.８４％） 
⑧延床面積（容積率） ８３８.０９㎡（４.５４％） 
⑨階層 地上２階 
⑩構成（部屋名） 体育アリーナ、ステージ、放送室等 
⑪経過年数、目標耐用年数（到来年） ５４年経過、６０年（２０３０年） 
⑫現行耐震基準 適合 
⑬避難所指定 避難所 

⑭設置目的 
（小学校）心身の発達に応じて、義務教育として行
われる普通教育のうち基礎的なものを施す 

⑮サービス内容 （小学校）普通教育 
⑯施設分類 学校 

七小学童クラブ第二・第三 

①所在地 大沼町一丁目２２番１号 
②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種低層住居専用地域（４０％・８０％） 
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③土地面積 １８,４５４.０７㎡（学校敷地）の一部 
④土地の所有形態 市有地 
⑤建築年または改築年 ２００１年（平成１３年） 
⑥構造 軽量鉄骨造 
⑦建築面積（建ぺい率） ２６７.９２㎡（建ぺい率不明） 
⑧延床面積（容積率） １６０.６５㎡（容積率不明） 
⑨階層 地上２階のうち１階部分（２階：学校の多目的室） 
⑩構成（部屋名） クラブ室、便所（男女、だれでも） 
⑪経過年数、目標耐用年数（到来年） ２４年経過、４０年（２０４０年） 
⑫現行耐震基準 適合 
⑬避難所指定 － 
⑭設置目的 児童の健全な育成を図る 

⑮サービス内容 
保護者が労働などにより昼間家庭にいない小学校
低学年の児童に対し、適切な遊び場及び生活の場を
提供し、その健全な育成を図る 

⑯施設分類 幼児・児童施設 

 

(3) 小平元気村おがわ東 事務棟及び屋内広場（２００４年（平成１６年）から） 

①所在地 小川東町四丁目２番１号 
②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種中高層住居専用地域（６０％・２００％） 
③土地面積 １１,６０８．４５㎡ 
④土地の所有形態 市有地 

⑤建築年または改築年 
事務棟  １９７２年（昭和４７年）  

屋内広場 １９７５年（昭和５０年）  

⑥構造 
事務棟  鉄筋コンクリート造 
屋内広場 鉄筋コンクリート造 一部重量鉄骨造 

⑦建築面積（建ぺい率） 
事務棟  ２,３４４.９３㎡（２０.２０％） 
屋内広場 不明 

⑧延床面積（容積率） 
事務棟  ３,３０１.５３㎡（２８.４４％） 
屋内広場 ８４３.１２㎡（７.２６％） 

⑨階層 
事務棟  地上３階 
屋内広場 地上２階 

⑩構成（部屋名） 
事務棟  市民活動支援センター等 
屋内広場 舞台（ステージ）、器具庫等 

⑪経過年数、目標耐用年数（到来年） 
事務棟  ５３年経過、６０年（２０３１年） 
屋内広場 ５０年経過、６０年（２０３４年） 

⑫現行耐震基準 適合 

⑬避難所指定 
事務棟  いっとき避難場所 
屋内広場 避難所 

⑭設置目的 
市民の自主的な活動及び交流の促進並びに市民の
福祉の増進を図る 

⑮サービス内容 
幅広い年齢層が気軽に利用できるコミュニティ活
動の場を提供する 

⑯施設分類 地域コミュニティ施設 
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(4) 小平第二小学校（校舎・体育館） 

①所在地 仲町３１０番地 
②用途地域（建ぺい率・容積率） 第一種中高層住居専用地域（６０％・２００％） 
③土地面積 １４,８０５.７３㎡ 
④土地の所有形態 市有地 

⑤建築年または改築年 
校舎  １９７２年（昭和４７年） 
体育館 １９７４年（昭和４９年） 

⑥構造 
校舎  鉄筋コンクリート造 
体育館 鉄筋コンクリート造、一部重量鉄骨造 

⑦建築面積（建ぺい率） 
校舎  ２,０８３.４０㎡（１４.０７％） 
体育館 ７７７.６７㎡（５.２５％） 

⑧延床面積（容積率） 
校舎  ６,４６７.５９㎡（４３.６８％） 
体育館 ８４３.９９㎡（５.７０％） 

⑨階層 
校舎  地上４階 
体育館 地上２階 

⑩構成（部屋名） 
校舎  普通教室、特別教室、職員室、給食室、プール等 
体育館 体育アリーナ、ステージ、放送室等 

⑪経過年数、目標耐用年数（到来年） 
校舎  ５３年経過、６０年（２０３１年） 
体育館 ５１年経過、６０年（２０３３年） 

⑫現行耐震基準 適合 

⑬避難所指定 
校舎（一部）・体育館 避難所 
校庭 いっとき避難場所 

⑭設置目的 
心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通
教育のうち基礎的なものを施す 

⑮サービス内容 普通教育 
⑯施設分類 学校 
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３ 更新等の適否の判断 

(1) 小平第四小学校 

小平第四小学校は、小平第一小学校の分校として１９５６（昭和３１）年に創立し、 

２０２１（令和３）年に、創立６５周年を迎えました。 

校舎は、１９８２（昭和５７）年の建設により、現在の校舎形状となりました。体育館は、

１９７１（昭和４６）年に建設しています。 

 

① 児童数の推移 

児童数は、開校当時は６４２人で、１９６４（昭和３９）年度に１,１１１人まで増加しま

したが、２００４（平成１６）年度に４５７人まで減少しました。その後、２０１２（平成２

４）年度に５０６人まで増加した後、再度減少傾向となり、２０２４（令和６）年度で３８６

人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コミュニティの状況 

小平第四小学校地域は、地域住民等のボランティア、放課後子ども教室、青少年対策地区委

員会等により、地域学校協働活動が行われています。２００８（平成２０）年度には学校経営

協議会を設置し、コミュニティ・スクールとなっています。 

 

③ 建物の状況 

２００７（平成１９）年  体育館耐震補強工事実施 

２０２３（令和５） 年  劣化診断調査実施 

目標耐用年数は７５年程度と推定されます。 

なお、校舎は新耐震基準であり、耐震補強工事は不要です。 

 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

昭
和3

1

年
度

昭
和3

3

年
度

昭
和3

5

年
度

昭
和3

7

年
度

昭
和3

9

年
度

昭
和4

1

年
度

昭
和4

3

年
度

昭
和4

5

年
度

昭
和4

7

年
度

昭
和4

9

年
度

昭
和5

1

年
度

昭
和5

3

年
度

昭
和5

5

年
度

昭
和5

7

年
度

昭
和5

9

年
度

昭
和6

1

年
度

昭
和6

3

年
度

平
成2

年
度

平
成4

年
度

平
成6

年
度

平
成8

年
度

平
成1

0

年
度

平
成1

2

年
度

平
成1

4

年
度

平
成1

6

年
度

平
成1

8

年
度

平
成2

0

年
度

平
成2

2

年
度

平
成2

4

年
度

平
成2

6

年
度

平
成2

8

年
度

平
成3

0

年
度

令
和2

年
度

令
和4

年
度

令
和6

年
度

学級人 小平第四小学校 児童数等の推移

児童数(左軸) 学級数(右軸)



6 

 

④ 更新等の適否の判断 

今後の児童数の見通しとして、令和２年国勢調査に基づく小平市の将来人口推計（町丁別）

では、主な通学区域となる学園西町一丁目～二丁目、津田町一丁目～三丁目、上水本町一丁目

～二丁目における５歳～１４歳までの人口の合計は、減少する見込みとなっています。 

劣化診断の結果は、校舎・体育館ともに健全な状況を保っています。 

将来的な統合の可能性については、「小平市公共施設マネジメント推進計画（令和４年３月

改定）」において、２０４５年度頃に、小平第十小学校と統合する可能性を示しています。 

以上を踏まえ、小平第四小学校は、児童数が減少する見込みですが、劣化診断の結果により、

校舎及び体育館の状態は健全であることから、「更新等を行わない」ものとします。 

教育環境の水準を保ちながら、当面の間は機能を維持し、次期公共施設マネジメント推進計

画改定の際には、建物の状況や新しい人口推計等を踏まえ、継続して使用する期間を検討しま

す。それまでの間は、安全に使用するため適切な時期に、防水や外壁等の改修を検討します。 

 

(2) 小平第七小学校（体育館）及び七小学童クラブ第二・第三 

小平第七小学校は、１９６２（昭和３７）年に開校し、２０２２（令和４）年に、創立６０

周年を迎えました。 

校舎は、１９８４（昭和５９）年の建設により、現在の校舎形状となりました。体育館は、

１９７１（昭和４６）年に建設しています。 

また、七小学童クラブ第二・第三（以下、「学童クラブ第二・第三」という。）は、２００１

（平成１３）年に建設し、目標耐用年数である２０４０（令和２２）年まで一定の期間があり

ますが、七小体育館と目標耐用年数が近いことから、同時に更新等の適否の判断を行います。 

学童クラブ第二・第三は小平第七小学校敷地内にあり、指定管理者が管理運営を行っていま

す。なお、体育館内に七小学童クラブ第一があります。学童クラブでは、放課後等に家庭に代

わる生活の場を提供しています。 

 

① 児童数の推移 

児童数は、開校当時は６４９人で、１９７２（昭和４７）年度に１,１８１人まで増加しま

したが、１９９８（平成１０）年度に６１５人まで減少しました。その後、２００７（平成１

９）年度に９１７人まで増加した後、再度減少傾向となり、２０２４（令和６）年度で６４０

人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コミュニティの状況 

小平第七小学校地域は、地域住民等のボランティア、放課後子ども教室、青少年対策地区委

員会等により、地域学校協働活動が行われています。２０１４（平成２６）年度には学校経営

協議会を設置し、コミュニティ・スクールとなっています。 

 

③ 建物の状況 

＜体育館＞ 

２００７（平成１９）年  体育館耐震補強工事実施 

２０２１（令和３） 年  劣化診断調査実施 

目標耐用年数は８０年以上と推定されます。 

なお、校舎は新耐震基準であり、耐震補強工事は不要です。 

  ＜学童クラブ第二・第三＞ 

建設時の目標耐用年数は４０年です。 

鉄骨造であるため、劣化診断調査（鉄筋コンクリート造の建物ついて、コンクリート内部の

中性化進行状況で判断）は実施していません。 

 

④ 更新等の適否の判断 

今後の児童数の見通しとして、令和２年国勢調査に基づく小平市の将来人口推計（町丁別）

では、主な通学区域となる美園町一丁目～三丁目、花小金井八丁目、大沼町一丁目～七丁目、

天神町二丁目～三丁目における５歳～１４歳までの人口の合計は、減少する見込みとなってい

ます。 

劣化診断の結果は、校舎・体育館ともに健全な状況を保っています。 

将来的な統合の可能性については、「小平市公共施設マネジメント推進計画（令和４年３月

改定）」において、他の小学校との統合の可能性は示していません。 

以上を踏まえ、小平第七小学校は、児童数が減少する見込みですが、劣化診断の結果により、

体育館の状態は健全であることから、「更新等を行わない」ものとします。 
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教育環境の水準を保ちながら、当面の間は機能を維持し、継続して使用する期間については、

次期公共施設マネジメント推進計画改定の際に建物の状況や新しい人口推計等を踏まえるこ

ととします。その後、将来的な校舎に関する更新等の適否の判断状況に応じて、体育館の対応

もあわせて検討します。それまでの間は、安全に使用するため適切な時期に、防水や外壁等の

改修を検討します。 

また、学童クラブ第二・第三についても、建物の状況については安全性を脅かすような劣化

は見られないことから、「更新等を行わない」ものとします。目標耐用年数到来時（２０４０

（令和２２）年）を目安に機能を維持し、将来的な校舎に関する更新等の適否の判断状況に応

じて、学童クラブ第二・第三の対応もあわせて検討します。 

 

(3) 小平元気村おがわ東事務棟及び屋内広場 

小平元気村おがわ東は、児童数の減少等に伴い２００１（平成１３）年に小平第六小学校へ

統合して廃校となった旧小川東小学校の旧校舎等施設を活用した施設です。市民参加等を経て

「旧小川東小学校施設有効活用基本計画」を策定し、小平元気村おがわ東事務棟及び屋内広場

を改修整備して、２００４（平成１６）年から供用を開始しました。 

 

【施設の構成】 

 名称 面積 主な活動 備考・今後の予定 

市
の
施
設
（
機
能
） 

市民活動支援センター 

あすぴあ 

242.43

㎡ 

市民活動に関する相談や情報提供、交流スペースの利

用、図書や資料の閲覧を行う 

小川駅西口複合施
設へ令和 8 年秋以
降に移転予定 

男女共同参画センター 

ひらく 

73.29

㎡ 

男女共同参画社会を推進するために活動する個人や団

体が情報収集・発信・交流の場として、また市民活動の

ネットワーク化を図るための施設として利用できる 

小川駅西口複合施
設へ令和 8 年秋以
降に移転予定 

子ども家庭支援センター 
344.86

㎡ 

こどもと家庭に関するあらゆる相談に応じ、子育て中の

親子の交流、子育て情報の提供を行い、地域において

こどもと家庭を支援するネットワークの構築を図り、子育

てを総合的に支援する 

 

ファミリー・サポート・ 

センター 
28.3 ㎡ 

育児の援助を受けたい方（利用会員）と育児の援助を行
いたい方（提供会員）を結び、地域の子育てをサポート
する 

 

教育支援室「あゆみ教室」 
376.23

㎡ 

心理的な要因等により不登校の状態にある市立小・中

学校の児童・生徒に対して、適切な指導・支援を行うこと

で学校復帰及び社会的自立を目指す 

 

教育相談室 
227.51

㎡ 

市内在住の児童・生徒等の心や発達のこと、性格や行

動等の相談に、心理の資格を持つ相談員が、電話や面

接で応じている 

 

第一会議室 
118.8

㎡ 
貸し施設  

第二会議室 
118.8

㎡ 

貸し施設 
 

多目的ホール 
100.5

㎡ 

貸し施設 
投票所 

屋内広場 
843.12

㎡ 

貸し施設 
避難所 

記念ルーム 28.3 ㎡ 旧小川東小学校の想い出を保管  

防災備蓄庫 9.9 ㎡ 防災備蓄品を保管  
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 名称 面積 主な活動 備考・今後の予定 

使
用
許
可 

公益社団法人 小平市 

シルバー人材センター 

278.74

㎡ 

高齢者が地域で働くことを通じて、「活力ある高齢社会」

「地域社会づくり」に貢献するとともに、健康で生きがい

のある生活を目指して活動 

屋外に大型の倉
庫、コンテナ 2台、
作業用車両7～8台
あり 

社会福祉法人 ときわ会 

地域生活支援センター 

あさやけ 

125.56

㎡ 

地域に生活する精神に障がいのある方を対象に、「日常

の生活支援」「相談」「交流活動」をしている 
 

社会福祉法人 つむぎ 

障害者支援施設 おだまき 

125.56

㎡ 
障がいのある方たちが、織りや染め等の作業をしている  

 

① 建物の状況 

２００２（平成１４）年  屋内広場耐震補強工事実施 

２００３（平成１５）年  事務棟耐震補強工事実施 

２０２２（令和４） 年  劣化診断調査実施 

目標耐用年数は８０年以上と推定されます。 

 

② 更新等の適否の判断 

小平元気村おがわ東事務棟及び屋内広場は、旧小川東小学校の跡利用として、多様な機能が

併設されている施設であり、今後、機能の一部は、小川駅西口複合施設に移転する予定です。

当初に設定した目標耐用年数がまもなく到来することを踏まえ、その他の機能等（貸し施設等

を除く）についても、順次移転を検討していくこととします。 

劣化診断の結果が健全な状況を保っていることも踏まえ、小平元気村おがわ東は「更新等は

行わない」ものとし、各機能が移転を終える時期まで施設を維持し、移転完了後に解体を行う

方向で検討します。なお、移転が完了する時期は、下記③のとおり、最短の想定でも令和１８

年以降となると見込まれるため、今後少なくともおおむね１５年間程度は施設を維持していく

ことを想定します。 

 

③ 各機能等の移転先候補について 

各機能等の移転先候補は、学校の更新に伴い学校に複合化される地域センターの跡施設を基

本とし、他の機能や市の事業等との連携や立地のほか、用途変更に伴い必要となる建築基準法

や消防法等を踏まえた改修費用等を考慮して検討する必要があります。また、跡施設が都営住

宅との合築である場合は、検討に際して、東京都との調整が必要です。 

現時点において、学校の更新に伴い学校に複合化され、その後利用可能となる地域センター

は、小川西町地域センター、小川西町中宿地域センター、小川東町地域センターです。 

なお、小川東町地域センターは、現在のところ、小平第十四小学校の基本計画策定の着手時

期について、令和８年度に予定している公共施設マネジメント推進計画の改定に合わせて検討

することとしているため、利用可能となる時期は未定です。仮に、最短の想定として、同計画

改定後の令和９年度に基本計画策定に着手する場合には、利用可能（移転可能）となる時期は

令和１８年以降になると見込まれます。 
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施設名 
面積

（※1） 
用途地域 

通学 
区域 

目標耐用年数 
到来年 

利用可能時期 備考 

小川西町地域

センター 

598.7

㎡ 

第一種低層 

住居専用地域 
十三小 2047（R29）年 

十三小複合施設の供用開始

後（2031（R13）年度）以降 

 

小川西町中宿

地域センター 

599.92

㎡ 

第一種中高層

住居専用地域 
十三小 2054（R36）年 

十三小複合施設の供用開始

後（2031（R13）年度）以降 

都営住宅と

合築（※2） 

小川東町地域

センター 

597.94

㎡ 

第一種低層 

住居専用地域 
十四小 2049（R31）年 

十四小複合施設の供用開始

後以降 

都営住宅と

合築（※2） 

※１ 面積には廊下やトイレ等の共用部分も含まれます。 

※２ 都営住宅との合築施設は、東京都から行政財産使用許可を受けて使用しているため、用途

に制限があります。 

なお、目標耐用年数は、小平市の想定であり、施設の取扱いは東京都の意向によります。 

 

 

(4) 小平第二小学校 

小平第二小学校は、１８７３（明治６）年に前身となる３つの学舎が創立され、２０２３（令

和５）年に創立１５０周年を迎えました。 

校舎は、１９６６（昭和４１）年から１９７２（昭和４７）年にかかる建設により、現在の

校舎形状となりました。体育館は、１９７４（昭和４９）年に建設しています。 

 

① 児童数の推移 

児童数は、１９６１（昭和３６）年度に１，３７９人まで増加しましたが、１９６２（昭和

３７）年度に小平第七小学校が分校として開校したこともあり、１９６３（昭和３８）年度に

８３７人まで減少しました。その後、１９６９（昭和４４）年度には１，３７６人まで増加し

ましたが、同年度、小平第十四小学校が分校として開校したことから、１９７０（昭和４５）

年度に１，１１４人まで減少しました。１９７６（昭和５１）年度には１，４０３人まで増加

しましたが、１９７７（昭和５２）年度に学園東小学校が分校として開校したこともあり、 

１９９９（平成１１）年度に４３５人まで減少しました。その後微増傾向となり、２０２４（令

和６）年度には５６５人となっています。 
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② コミュニティの状況 

小平第二小学校地域は、地域住民等のボランティア、放課後子ども教室、青少年対策地区委

員会等により、地域学校協働活動が行われています。２０２１（令和３）年度には学校経営協

議会を設置し、コミュニティ・スクールとなっています。 

 

③ 建物の状況 

２０００（平成１２）年  校舎及び体育館耐震補強工事実施 

２０２１（令和３） 年  劣化診断調査実施 

目標耐用年数は８０年以上と推定されます。 

 

④ 更新等の適否の判断 

今後の児童数の見通しとして、令和２年国勢調査に基づく小平市の将来人口推計（町丁別）

では、主な通学区域となる学園東町三丁目、学園東町、仲町、天神町一丁目、天神町四丁目に

おける５歳～１４歳までの人口の合計は、減少する見込みとなっています。 

劣化診断の結果は、校舎は健全な状態を保っています。体育館については、中性化が鉄筋に

達しつつありますが、鉄筋に顕著な腐食は見られないため、現状では安全性を脅かすような状

態ではありません。 

将来的な統合の可能性については、「小平市公共施設マネジメント推進計画（令和４年３月

改定）」において、２０５０年度頃に、小平第九小学校、小平第二小学校及び学園東小学校の

３校を２校に統合する可能性を示しています。 

以上を踏まえ、小平第二小学校は、児童数が減少する見込みですが、劣化診断の結果により、

校舎及び体育館の状態は健全であることから、「更新等を行わない」ものとします。 

教育環境の水準を保ちながら、当面の間は機能を維持し、次期公共施設マネジメント推進計

画改定の際には、建物の状況や新しい人口推計等を踏まえ、継続して使用する期間を検討しま

す。それまでの間は、安全に使用するため適切な時期に、防水や外壁等の改修を検討します。 

 


